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悠ゆ
う

悠ゆ
う

閑か
ん

的て
き

後
援
会
長　
　

芝
﨑　

周
一

　

皆
さ
ま
に
は
輝

か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
山
口
ひ
ろ
ゆ
き
後
援
会
へ
格

別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

解
散
選
挙
に
よ
る
安
倍
政
権
の
続
投

が
、
今
後
の
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
幸
福
を

も
た
ら
す
の
か
。

　

そ
れ
と
も
、
ま
す
ま
す
暮
ら
し
に
く
い

社
会
と
な
る
の
か
。

　

自
ら
の
決
断
（
投
票
）
を
検
証
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ゆ
っ
た
り
と
し
て
、
心
静
か
に
楽
し
く

過
ご
せ
る
１
年
で
あ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。

一い
ち

意い

専せ
ん

心し
ん

山
口
ひ
ろ
ゆ
き

　

新
年
の
候
、皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
存
じ
、
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
に
お
い
て
は
格
別
な
ご
支
援
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

長
生
村
議
会
の
一
員
と
し
て
３
期
目
を

務
め
る
に
あ
た
り
、
根
本
に
立
ち
返
り
、

住
民
の
皆
様
の
そ
の
恩
を
改
め
て
肝
に
銘

じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
天
地
や
先
祖
の
恩
恵
や
功
績
に

あ
ら
た
め
て
感
謝
し
、
こ
れ
に
報
い
る
決

意
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
ご
支
援
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

望

春
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１　
「
地
方
創
生
」
に
つ
い
て

Ｑ
昨
年
、
６
月
24
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」
を

受
け
、
人
口
急
減
・
超
高
齢
化
に

直
面
す
る
課
題
に
、
各
地
域
が
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
自
律

的
・
持
続
的
な
社
会
の
創
生
に
向

け
て
、
平
成
26
年
９
月
３
日
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
村
は
、
こ
の

「
地
方
創
生
」
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。

A
地
域
の
活
力
を
維
持
し
、

東
京
へ
の
人
口
集
中
傾
向

を
是
正
し
、
少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
の
克
服
を
目
指
し
、
総
合
的

に
施
策
を
推
進
す
る
も
の
と
捉
え

て
い
ま
す
。

Ｑ
人
口
減
少
問
題
や
高
齢
化

は
、
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
村
も
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
政

策
目
標
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
の

問
題
に
ど
の
よ
う
に
臨
む
の
か
。

A
第
５
次
総
合
計
画
で
は
、

２
０
２
０
年
の
村
の
人
口

を
１
万
５
千
人
と
想
定
し
、
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
」
の
２
０
１
３
年
３
月
推

計
に
よ
る
２
０
２
０
年
、
村
の
人

口
は
１
４
，
１
７
１
人
と
の
予
想

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
は
、
人
口
の
現
状
維
持
に
努

め
、
ま
た
、
国
や
県
の
動
向
を
踏

ま
え
研
究
・
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

Ｑ
「
地
方
創
生
」
を
柱
と
す

る
２
０
１
５
年
度
へ
の
予

算
編
成
は
考
え
て
い
る
の
か
。

A
第
５
次
総
合
計
画
の
前
期

基
本
計
画
の
最
終
年
度
と

な
り
、
引
き
続
き
防
災
減
災
事
業

を
中
心
に
安
心
安
全
な
村
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。
予
算
編
成
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

人
口
減
少
・
高
齢
化
の
課
題
を
考
え
る

２
０
１
４
年
議
会
定
例
会
12
月
会
議
一
般
質
問

長生村人口推移表
年   度 出生数（人） 転入数（人） 死亡数（人） 転出数（人） 人 口（人） 65 歳以上（人） 高齢化率 世帯数

1993・3・31 103 908 111 461 12,201 3,578

1994・3・31 99 887 110 448 12,626 2,226 17,63% 3,746

1995・3・31 114 880 107 422 13,092 2,321 17,73% 3,924

1996・3・31 124 994 116 488 13,607 2,390 17,56% 4,155

1997・3・31 109 784 114 504 13,873 2,484 17,91% 4,270

1998・3・31 111 767 126 529 14,090 2,589 18,37% 4,406

1999・3・31 132 593 123 504 14,186 2,633 18,56% 4,510

2000・3・31 111 617 110 497 14,313 2,739 19,14% 4,626

2001・3・31 98 674 104 510 14,446 2,877 19,92% 4,700

2002・3・31 107 691 121 524 14,595 2,961 20,29% 4,815

2003・3・31 98 694 128 475 14,778 3,103 21,00% 4,973

2004・3・31 116 625 130 509 14,888 3,177 21,34% 5,077

2005・3・31 104 547 160 534 14,848 3,260 21,96% 5,153

2006・3・31 94 634 142 452 14,960 3,346 22,37% 5,256

2007・3・31 85 612 158 490 14,996 3,464 23,10% 5,323

2008・3・31 111 556 140 497 15,020 3,560 23,70% 5,398

2009・3・31 105 500 159 482 14,974 3,638 24,30% 5,432

2010・3・31 93 536 161 504 14,930 3,771 25,26% 5,480

2011・3・31 73 477 167 432 14,876 3,797 25,52% 5,533

2012・3・31 95 496 160 399 14,900 3,949 26,50% 5,628

2013・3・31 85 478 174 453 14,934 4,128 27,64% 5,688

2014・3・31 78 465 177 462 14,841 4,285 28,87% 5,717

Ｑ
新
た
に
「
地
方
創
生
課
」

や
「
人
口
減
少
対
策
課
」

を
新
設
し
、
県
、
大
学
、
企
業
と

の
協
力
と
連
携
に
よ
る
創
生
事
業

の
専
門
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
る
考
え
は
な
い
か
。

子は地域の宝
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２　
村
の
教
育
方
針
と�

�

衛
生
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
「
い
の
ち
の
教
育
」・「
道

徳
教
育
」に
つ
い
て
村
長・

教
育
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

A
教
育
の
根
幹
で
あ
る
「
教

育
基
本
法
」
は
「
道
徳
心

を
培
う
」「
生
命
を
尊
ぶ
」と
あ
り
、

正
に
す
べ
て
の
教
育
の
原
点
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ
教
育
の
原
点
で
あ
る
「
道

徳
心
を
培
う
」「
生
命
を

尊
ぶ
」た
め
の
教
育
と
は
な
に
か
。

A
教
育
の
目
的
は
、
人
格
の

完
成
で
あ
り
、
そ
の
基
盤

と
な
る
の
が
道
徳
性
で
、
こ
れ
を

育
て
る
の
が
道
徳
教
育
の
使
命
で

す
。

　

教
育
活
動
全
体
を
と
お
し
、
特

に
伝
統
と
文
化
を
尊
重
す
る
精

神
、
生
命
に
対
す
る
畏
敬
の
念
、

郷
土
愛
と
公
共
の
精
神
、
人
間
と

し
て
の
生
き
方
、
そ
し
て
、
社
会

の
変
化
に
主
体
的
に
対
応
し
て
い

く
た
め
の
児
童
生
徒
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
「
愛
国
心
」
の
教
育
に
つ

い
て
村
長
・
教
育
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

A
日
本
人
で
あ
る
以
上
、
愛

国
心
を
持
つ
こ
と
は
当
然

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
愛
国

心
は
、
郷
土
の
愛
や
祖
国
愛
と

い
っ
た
地
域
の
固
有
の
生
活
環
境

の
中
か
ら
生
ま
れ
た
心
の
在
り
方

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
教
科
書
選
定
の
選
択
基
準

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

地
域
の
固
有
の
生
活
環
境
の
中
か
ら

生
ま
れ
る
心
の
在
り
方

A
今
後
、
検
討
す
る
こ
と
は

必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
現
段
階
で
は
「
課
」
を
新
設

す
る
よ
う
な
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。Ｑ

第
５
次
総
合
計
画
後
期

５
ヶ
年
計
画
の
策
定
に
向

け
た
「
地
方
創
生
」
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て
村
長
の
考
え
は
。

A
な
か
な
か
、
こ
れ
と
い
っ

た
策
が
見
つ
か
ら
な
い
の

が
現
状
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
全
国
町
村
長
大
会
で

は
、
地
方
が
消
滅
す
る
な
ど
の
厳

し
い
話
が
あ
り
、
こ
れ
を
ど
う
防

ぐ
の
か
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
つ
の

市
や
町
や
村
で
は
解
決
で
き
な
い

と
い
う
の
が
大
方
の
意
見
で
し

た
。

　

今
後
は
、
国
・
県
・
市
町
村
が

一
体
と
な
り
連
携
を
図
り
な
が
ら

施
策
を
検
討
し
ま
す
。

◎
「
地
方
創
生
」
に
関
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ
れ

ず
、
国
と
地
方
の
仕
組
み
を
大
胆

に
変
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で

す
。

　

一
朝
一
夕
に
出
来
る
こ
と
で
は

A
長
生
村
は
「
教
科
書
図
書

長
生
採
択
地
区
協
議
会
」

に
所
属
し
、
こ
こ
で
決
定
さ
れ
ま

す
。
図
画
工
作
の
教
科
書
は
変
更

予
定
で
す
が
、
そ
れ
以
外
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
で
す
。

Ｑ
現
在
、
小
中
学
校
で
使
用

し
て
い
る
レ
モ
ン
石
鹸

は
、
多
く
の
児
童
生
徒
が
触
れ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
泡
石
鹸
に
替
え

る
考
え
は
な
い
か
。

A
現
在
、
小
中
学
校
で
は
レ

モ
ン
石
鹸
と
泡
石
鹸
を
併

用
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
コ

ス
ト
問
題
、
効
率
性
、
利
用
形
態
、

ま
た
、
時
代
の
流
れ
を
含
め
、
学

校
の
意
見
を
聞
い
て
検
討
し
ま

す
。

◎
道
徳
教
育
に
関
し
て
は
、
家
庭

や
地
域
社
会
の
教
育
力
の
低
下
、

生
命
尊
重
の
心
の
不
十
分
さ
、
自

尊
感
情
の
乏
し
さ
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
の
未
確
立
、
規
範
意
識
の

低
下
、
人
間
関
係
を
形
成
す
る

力
の
低
下
な
ど
、
子
ど
も
の
心
の

活
力
は
弱
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
教
師
が
理
解
し
に
く
い

内
容
や
指
導
し
に
く
い
内
容
が
あ

る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

　

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
の
連

携
だ
け
で
な
く
、
崩
壊
す
る
大
人

社
会
や
メ
ー
ル
や
ネ
ッ
ト
上
に
氾

濫
す
る
悪
質
な
書
き
込
み
や
情
報

な
ど
、
子
供
た
ち
が
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
を
つ
う
じ
て
目
に
す
る
政
治
や

社
会
全
体
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て

い
る
の
で
す
。

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
ス
タ
ー
ト

だ
け
は
、
今
、
切
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
国
や
県
の

動
向
を
見
な
が
ら
動
く
こ
と
も
大

切
で
す
が
、
５
年
後
に
掲
げ
た

１
万
５
千
人
の
人
口
規
模
の
目
標

達
成
に
積
極
的
に
動
い
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

2014年11月　工事請負契約の締結について
NO 工　事　名 工事場所 請負業者 請負金額（円）

1 海水浴場駐車場整備工事 長生村一松海岸 ㈲ぐりーん興業 19,062,000

2 旧長生高等技術専門校体育館
解体工事 長生村金田地先 ㈲ぐりーん興業 21,546,000
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1
月
24
日（
土
）13
時
〜

編
集
後
記

　

昨
年
の
12
月
24
日
、
香
港
で

走
行
中
に
現
金
輸
送
車
の
後
部

ド
ア
が
開
き
、
５
億
円
余
り
の

現
金
が
路
上
に
散
乱
し
、
中
国

か
ら
の
観
光
客
な
ど
多
く
の
人

に
２
億
三
千
万
円
余
り
の
お
金

を
持
ち
さ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
道
徳
は
小
中
学

校
、
倫
理
に
つ
い
て
は
高
校
か

ら
学
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
家
庭
や
学
校
で

培
っ
て
き
た
教
育
の
力
と
す
る

な
ら
ば
、
日
本
で
同
じ
事
が
起

き
た
と
し
て
も
、
現
金
は
、
回

収
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。�

Ｋ
・
Ｎ
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関　　克也 反 対 反 対 賛 成 反 対 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成
中村　秀美 同 意 同 意 同 意 同 意 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成 賛 成
＊東間議員は、議長のため裁決には加わりません

議会定例会９月会議議案審議内容
案　件 審　　議　　内　　容
認定第１号 平成25年度一般会計歳入歳出決算の認定について
認定第２号 平成25年度一般会計歳入歳出決算の認定について
認定第３号 平成25年度一般会計歳入歳出決算の認定について
認定第４号 平成25年度一般会計歳入歳出決算の認定について
認定第５号 平成25年度一般会計歳入歳出決算の認定について
議案第35号 特別職の職員の給与及び旅費に関する条例制定
議案第36号 一般職の給与等に関する条例制定
議案第37号 監督手数料を廃止するための関係条例を整備
議案第38号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定
議案第39号 九十九里地域水道企業団規約の一部を改正する条例制定
議案第40号 平成26年度一般会計補正予算（第５号）
議案第41号 平成26年度国民健康保険特別会計補正予算
議案第42号 平成26年度公共下水道事業特別会計補正予算
議案第43号 平成26年度介護保険特別会計補正予算
議案第44号 平成26年度後期高齢者医療特別会計補正予算
発議案第11号 議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

※
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